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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
本課題は従来触媒で達成できないオレフィンの精密重合を可能とする高性能バナジウム錯体触媒

の設計･合成に関する。特に今迄の成果を基盤に、イミド配位子及びアニオン性キレート多座配位子

を有するバナジウム 5 価錯体に注目し、オレフィンの配位重合やメタセシス反応に有効な高性能分

子触媒の創製を目的としている。特に触媒活性種のアルキルカチオンやアルキリデン錯体の合成･

同定･構造決定や関連する有機金属錯体の合成や反応性に関する基礎的知見の確立を通じて、より高

性能触媒を創製しようと考えている。平成 21 年度の主な成果は以下の通りである。 
イミド配位子、及びキレートピリジルアニリド配位子を有するバナジウムジクロロ錯体を出発錯

体として、各種ジアルキル錯体の合成･同定を行ない、一部の錯体は X 線構造解析で構造決定に成

功した。2,6-ジメチルフェニルイミド配位バナジウムジクロロ錯体は、メチルアルミノキサン助触

媒の存在下、エチレン重合に触媒活性を示すものの、フェニルイミド配位バナジウムジクロロ錯体

は、同条件下でエチレンの二量化に高い触媒活性を示した。イミド配位子をアダマンチルイミド配

位子にすると、極めて高い触媒活性かつ選択性でエチレンの二量化が進行した。触媒活性や選択性

の顕著な低下は、1 時間後でも見られなかった。本課題を通じて、バナジウムで初めてエチレンの

オリゴメリゼーションに活性を示す、かつ従来の前周期遷移金属錯体触媒の報告例よりも高活性を

示す、錯体触媒の創製に成功した。現在詳細を検討している途上である。 
 

 

10. キーワード 

  (1)  バナジウム              (2)  オレフィンメタセシス    (3)  アルキリデン錯体         
  (4)  配位・挿入反応          (5)  アルキル錯体         (6)   配位子効果        
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 


